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米国メルク社における糖尿病治療剤『ＫＲＰ－２９７』の  
開発中断（第Ⅲ相臨床試験）について  

 

杏林製薬株式会社（社長 荻原郁夫）が創製した糖尿病治療剤「開発コード：ＫＲＰ－２

９７」（メルク社コード：ＭＫ－０７６７）につきまして、導出先である米国メルク社（最

高経営責任者：R. V. Gilmartin）は、現地時間１１月２０日 夕（日本時間１１月２１日 朝）

に開発を中断する旨、発表いたしました。 

 

ＫＲＰ－２９７は、杏林製薬(株)がインスリン抵抗性改善薬として創製し、１９９９年

９月に米国メルク社とライセンス契約を結び、同社は日本以外の各国で臨床試験(第Ⅲ相臨

床試験)を実施しておりましたが、マウスを用いたがん原性試験において腫瘍性病変が認め

られました。この結果を受け、米国メルク社は臨床試験を中断することといたしました。 

 

また、日本におきまして同薬剤は、現在、杏林製薬(株)により第Ⅱ相臨床試験を実施中

でありますが、がん原性試験の結果を確認した上で、日本国内における開発を判断いたし

ます。 

 

  
 
 

 
以 上 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
杏 林 製 薬 株 式 会 社 
東京都千代田区神田駿河台２－５ 
(コード番号４５６０ 東証第１

部) 

この件に関するお問い合わせ 
杏 林 製 薬 株 式 会 社  企 画 室 
ＴＥＬ：０３－３２９３－３４１４ 
ＦＡＸ：０３－３２９３－３４５０ 


